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回復者主導型の薬物依存症回復施設に向けた新しい回復支援策の立案に関する研究
―ある施設の日常活動調査と顕在化した課題ー
増 井 麻依子 1),河野 由 理 2),森 雅 美 3)
要 約
本研究は、回復者主導型の薬物依存症回復施設(DARC:以下 ダルク)に おいて、新 しい回復支援策の立案
を目的としている。その研究の出発点として中部地方のXダ ルクの日常活動を1年 にわたって調査 した。調査か
ら次の5点 が明 らかとなった。1.ダ ルク利用者の身近に、モデルとなるような薬物乱用 ・依存症か らの回復者
がいる環境ができていた。2.「遊び」の要素を取 り入れた自由度の高いプログラムが整備されていた。3.回
復過程に地元社会との交流が取 り入れられていた。4.ダ ルク利用者の回復を進める上でこれ らが有効に機能 し
ていた。5.外 部機関か らの支援 ・協力が少ない。
今回の調査結果か ら、ダルク利用者の回復を推進 してそれを確実化するため には、 ダルクと医療面あるいは法
的支援などのための各種の専門機関との連携の構築が必要であり、さらに関係する各種専門機関相互の連携構築
も必要と考えた。 また、薬物依存症か らの回復とアルコール依存症からの回復について比較 ・考察 した結果、こ
れ らは別個の問題として取り組む必要性が明らかとなった。 一
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は じ め に
薬物依存症者 は、医療現場において処遇困難な症例と
して忌避されがちな状況にある。さらにわが国の薬物問
題への対策や物質関連依存に対する医療(シ ステム)は
欧米に比べ相当の遅れがあり、薬物乱用 ・依存か らの回
復のための受 け皿となる社会資源が乏 しいといわれる1)。
他方、欧米をはじめとする世界各地においては薬物乱用 ・
依 存 か らの回 復 の受 け皿 とな って い る治 療共 同体
(Therapeutic　Community)が、薬物依存症の回復の
主役となっている。薬物の治療共同体の原型は、1958年
に米国のカ リフォルニアにおいて、世界的なアルコール
依 存 症 の 自助 グ ル ー プ で あ るAA(Alcoholics
Anonymous)のメ ンバーの一人 によって創設された自
助的治療共同体の 「シナノン」である2)。その後、「シ
ナノン」の影響を受けた自助的治療共同体が英国をはじ
めとする、スウェー デン、イタリア等の欧州、さらには、
南米、オース トラリア、・東南アジア、香港に設立されて
いき2)、薬物乱用 ・依存か らの回復に必要 とされる全人
的なアプローチが行われてきている3)。わが国には治療
共同体鳳無いが、治療共同体の思想あるいはスタイルを
取 り入れたものとして民間の回復者主導型薬物依存症回
復施設がある。 こうした施設はダルク.(DARC:Drug
Addiction Rehabilitation Center)と呼ばれ、1985年
の創設以来すでに20年にわたって活動が続 けられてい
る4-7)。活動内容や機能の点か ら見て、 ダルクは 「治療
共同体」ではなく自助グループとしての施設 と位置づけ
られる8)。とはいえ、欧米にみられるような治療共同体
が存在 しないわが国 においては、薬物依存症者の回復に
おいてダルクの果たす役割は非常に大きいのが現状であ
る2)。しか し、「薬物乱用 ・依存=悪 」 という考えの強
いわが国においては、ダルクが薬物依存症か らの回復者
による施設であるがゆえに医療 ・司法 ・教育等の専門機
関や一般市民か ら十分な理解 を得 られていないという現
実 もある9}。
そこで、筆者 らは、薬物乱用 ・依存の問題に対応する
ためにダルクと専門機関がどのような連携 システムを構.
築すべきかの検討を研究目的 とした。その第一歩として、
今回はあるダルク施設における1年間の日常生活を調査
して、回復に向けた活動内容の整理 と検討を行い、それ
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らの回復への貢献度合いの考察を行 った。
1用 語の定義
薬物依存症
薬物依存症(ア ルコール含む)は 、ICD-10(国際疾
病分類)に おいて 「依存症症候群」として診断基準が定下
められており、薬物の使用をコントロールできないこと
であるというような内容で記 されている10)。また、米国
精神医学会によって作成 された精神障害の診断マニュア
ルであるDSM-Ⅳ-TR11)では、物質関連障害 として幅広
く記 されている。その中では 「有害なことが予想される
にも関 らず、薬物の使用をやめることが出来ないことを
示すよ うな、認知 ・行動 ・生理的な症状」であるとして
いる。
ダルクスタッフ
ダルクは回復者主導型薬物依存回復施設である。スタッ
フはダルクで回復した薬物依存者である。X県 内にある
ダルク(以下Xダ ルク)で は、スタッフになる条件を
「薬物依存者であり、薬物依存者の回復の手助 けをした
いという思いの有る者」としている。他のダルクにおい
ては1年以上の断薬期間があることを条件としているケー
スもあるが、Xダルクにおいては断薬期間等 について問
われていない。スタッフには、 ダルク内に居住 している
ものと通勤 しているものとがいる。
回 復
近藤は、薬物依存症者は薬物を使い続けることで自由、
創造性、個人成長、善意を失 っているとし、 この4つ を
取 り戻す ことが出来れば回復 したといえ ると述べてい
る甥)。依存症は完治する病気ではない10-11)、本研究では
回復 について、薬物依存症者本人が薬を使用せずに 「回
復 している」と感 じて生活 している状況を 「回復」と定
義す る。"
Ⅱ研 究 方 法
Xダルクで参加観察およびイ ンタビューによってデー
タを収集 した。インタビュ一は個別にダルク内の個室に
おいてメモに忠実 に記録 し行なった。それらのデータに
ついて調査該当のダルクスタッフとの意見交換 による確
認検討作業を行 った。 さらにこれらのデータをダルク ・
治療共同体 ・薬物問題に関する先行研究あるいは薬物依
存症治療法 ・薬物問題に関する国内外の状況 との比較検
討を行 った。
(対象施設)
中部地方のXダルク
(調査期間)
2004年8月～2005年7月鴨
(デー タ収集法)
1年間週1回Xダ ルクを直接訪問 し,情報提供者であ
るダルクスタッフから情報収集を行 った。情報提供者に
は,研 究者のまとめたデータについては、情報提供者か
らその内容の確認を行なっている。
(倫理的配慮)
2004年9月の名古屋市立大学看護学部倫理委員会 に申
請 し、後 日研究の承認を得ている。
情報提供者へは、研究の目的、方法、匿名性の保持、
自由意志での参加である旨について説明 し、書面にて同
意を得ている。また、対象者の匿名性を厳重に保持する
ために、 ダルクスタッフが利用者個人を特定できないよ
う倫理的処理を行 ったデ一タのみを収集 している。本研
究の結果は論文として公表することについて同意を得て
いる。
Ⅲ研 究 結果
1　X県ダルクの特徴
1)運営方針と所在上の特徴
利用者は、全て利用者本人が自分で決めて行動するこ
とになっている。スタッフと利用者の関わりを重視 して、
常に仲間として共に行動することを原則としている。プ
ログラムや ミーティングなどの実施時間を取り決めるこ
とはあるが、他のダルクでは取り決められていることの
多い就寝時間などの日常生活の部分では決まりは作 られ'
てない。
2)調査期間中の利用者の状況
(調査期間　2004.8.1～2005.7.31)
調査期間中にXダルクを利用 した薬物依存症者は9名
である。利用者の詳細については表1の通 りである。尚、
入寮回数は他 ダルクへの入寮 もカウントしている。
① 利用者の年齢 ・性別 ・婚姻歴
Xダルクは入寮に関 しては男性のみであり、調査期間
中の通所者も男性のみであった。利用者の年齢は,23歳
か ら39歳であった。利用者の3分 の2は20歳代後半から
30歳代前半だった.独身者が 大半であり、うち1名 は離
婚経験者である。
② 出身地
表1で 示すダルク利用者の出身地は、最終学歴の時に
いた県を出身地 としている。 ダルクのあるX県内の出身
者は、9名 中4名 であり、他は北海道1名 、東京2名 、
静岡1名 、沖縄1名 と広 く全国からの入寮があった。う
ち5名 は、ダルク間の移動だったが、その他は 「別の地
域のダルクにいる方がプログラムに集中できる」「知 っ
ている土地だと薬を売 っている場所などがわかっている
ので、再使用 して しまいそうで不安になる」という理由
か らXダルクに入寮 した。
③ 入寮までの経緯と生活費
調査 した9名中4名 は他のダルクか らあるいはダルク
以外の依存症施設か らの入寮であ った。そのうち3名 は
期限付きの入寮であった。他施設か らの入寮の動機は、
「Xダルクのようにスタッフと利用者の間に垣根のない
ダルクを経験させるため」などの動機であ った。このよ
うに依存症者 は、個々の回復 に適 した環境を有 している
施設を選択 して利用 しているケースがあった。自らの入
寮 ケースでは 「インターネ ットで ダルクを調べた」「拘
置所内でダルクの情報を得た」などであった。
寮に収める寮費の負担について、家族負担が9名 中7
名であり、他は自分で稼いだ収入から(1名)で あった。
スタッフの話では、「今回の調査期間中は生活保護受給
者が少なかったが、以前には利用者のほとんどが受給者
であ った時期 もあった」 とのことである。
④ 入寮回数とダルク間の移動状況
ダルク入寮回数には他のダルクの入寮回数をカウント
している。5名 が2回 取上の入寮回数があったが、5名
ともが回復の過程において複数のダルク間を移動 してい
た。移動状況については、図の通 りである。回復の過程
において利用者が自身の方向性を見失 うときなど行 き詰
まりが生 じた際に、違 う特色を持つダルクに移動 し環境
を変えてい くこともある。このことが回復に有効な面を
持つ 一方、スタッフからは、「ダルク問を巡 りダル クか
ら抜け出せない、ダルクに依存 したような状況に陥るこ
ともある」 という可能性 も指摘されている。
⑤ 使用薬物状況
表1に 示すように利用者9名 の使用薬物歴では、覚せ
い剤は6名 でうち1名 は多剤乱用者だ った。他にも大麻
使用歴の者2名 、アルコール依存症者1名 、市販の鎮咳
剤(ブ ロン液)に よる者1名 だった。 また、有機溶剤
(シンナー)の 使用経験者 は、多剤乱用の1名 であった
が、「過去にシンナーを使用 していたことを話す利用者
も多い」 とのことで実際は薬物依存症に陥 る過程で有機
溶剤(シ ンナー)使用歴 は、大半の利用者 にあうたと思
われる。
2薬 物依存症者の回復に関する活動やリハビリテーショ
ンプログラムについて(調査期間:2004.8.1～2005.7.31)
1)リハ ビリテーションプログラムについて
薬物依存症の治療には、生活の場において薬物摂取 と
の関係を絶 った生活の繰 り返 しが必要 となる13)。ダルク
の建物内や、建物の周辺半径10㎞以内で行われ るプログ
ラムがプログラム全体の8割 以上を占めている。X県の
ダルクでは,少人数の利用者と同 じ依存症者であるスタッ
フが、仲間同士で常に行動を共にするという。利用者 と
スタッフの間に距離のない、仲間とのつながりを重視 し
た生活を送 るという方針がある。
①ミーティングについて
ダルクは1日2～3回 行われる ミーティング参加がプ
ログラムの主たる部分を占めている。Xダ ルクでは1日
2回の ミーティングがあり、うち1回 はダルク内で行わ
れる朝の ミーティングである。朝の ミーティングは午前
10時か ら始まり(都合によっては時間の変更 もある)1
時間程で終わる.ミ ーティングの内容は、世界的な薬物
依 存 症 者 の 自 助 グ ル ー プ のNA(Narcotics
Anonymous)での取 り決めと同様に外部に漏 らしては
いけないことになっている。朝の ミーティングの司会は
ダルクスタッフが行 うことが多 く、スタッフ以外ではダ
ルクのOBが行 う場合 もある。 ミーティングのテ一マを
何にするか は、司会者に一任 されている。テーマの内容
は 「ハイヤーパ ワーに頼ること」「棚卸」「お任せする」
など自助 グループであるNAの12ステップに由来するも
のや14)、「友情」「人間関係」「他人への期待」 のように、
その時の利用者の状態に合わせ た内容をテーマにするこ
ともある.一 方、夜 の ミーティングは自助 グループの
NAミーティングに参加する。NAの ミーテ ィングは、
曜日によって ミーティング会場が決まっている。会場は
電車で2時 間以上かかる会場で行われている所 もある。
そこまでの交通費は、1日 分 として支給 される生活費
2000円の中か ら支出することになっている。
②就労 。ボランティアなどの社会参加
調査期間にダルクを利用 した9名 の うち、就労 ・ボラ
ンティア活動を行っていたものは3名であ り、 うち2名
は予めアルバイ ト先やボランティアの対象者 に自分が薬
物依存症者である旨を話 して理解を得ている。就労プロ
グラムは、一定の断薬期間があるものでスタッフと面談
し検討 した上で就労が可能であると判断 されたものに限
られている。従 って、仮に就労を希望する利用者がいて
もスタッフの判断で、「まだ就労に適 した状態ではない」
と判断される場合 も少なくない。就労が可能かどうかは,
「日常プログラムへの参加が良好で、一般的な日常生活
を送 っていて、自己責任が取れる状況にあるかどうか」
で判断 される。就労等の社会参加は、「利用者がダルク
を終了後、生活 していくために必要なこと」と考え られ
ている。社会参加に関する内訳は表2に 示 してある。利
用者AとBは アルバイ トとボ ランティ アを並行 して行っ
ていた。
③その他のリハ ビリテ一ションプログラム
Xダ ルクで行われた リハ ビリテーションプログラム
(ミー ティング ・就労プログラム以外のもの)の 内訳を
表3の ようにまとめた。
i)運動プログラム
表3に 示すように、 リハ ビリテーションプログラムに
おいて最 も件数が多いのは、運動プログラムであった。
運動場所は近隣の海 ・山などの自然の場を活用 した、 ラ
ンニングやサーフィンが多 くを占めた。運動プログラム
外の時間にも、筋肉 トレーニングは毎 日のようにダルク
の施設内で自主的に行われている。 リハ ビリテーション
プログラムに著者自身が参加 して感 じたことは、「同 じ
依存症の問題を持つ 仲間 とともに活動する事」「遊びを
取 り入れたような内容のプログラムが多い」 ことであっ
た。特に遊びを取 り'入れた内容のものは、外部か ら見て
ただ遊んでいるようにしか見て取れない内容の もの もあ
る。それに対 してスタッフは 「薬物依存症者はダルクに
つながる前 は、生 きるか死ぬかのどうにもな らないどん
底の状態にあり、遊ぶことも人生を楽 しむことさえ もで
きない状態になっている」 と語 った。 ダルクでの生活に
おいてスタッフは、「薬物を使わずに仲間と遊ぷという、
練習は回復にとって大変重要」 としている。運動プログ
ラム中では289件中238件はランニングであり、全体的に
も単独でできる内容がほとんどを占めている。テニスや
野球などの複数で行 う運動は、外部からめ参加者があっ
たときに行われていた。
動 しているXダルクにおいてやむを得ないことだが、参
加することによって利用者が同じ薬物依存症の仲間であ
るスタッフの活動業務の内容を知 り得ることから、献金
活動などにおいて、自分達の回復を支えてくれている外
部 の人たちへの感謝の気持ちを持つ ようになっている。
活動は他県に及ぶこともあり、スタッフは 「狭い世界か
ら抜け出 し、社会の中の違う世界に触れることができる。
時には気持ちの切 り替えに もなる」 と語 っていた。
iii)社会性を身につける活動
ダルクを利用する薬物依存症者の多 くは、小 ・中学生
の早い時期か ら人間関係や社会性が破綻 しているケース
が多い14)。そのため、日頃か ら支援者 ・関係者へ挨拶に
出か けることで他者への感謝の気持ちを表す習慣を持た
せるように努めていた。また、家族 との関係 も早 くか ら
破綻 しているケースも少なくないので、テーブルマナー
などの作法の習得を通 して、親から得 られなかった社会
常識を身に付ける機会を持つプログラムも用意 されてい
た。
iv)調理実習と工作作業
工作などの作業 とともに料理を作ることを通 して、 自
立 した際の栄養面での自己管理の知識を身に付 けること
を目的として、調理実習 も今年度か ら始まった。
ii)スタッフの活動業務への同行
(調査の期間2004.8.1～2005.7.31)
スタッフが多忙 なときには、スタッフの活動業務に利
用者を同行し、ダルクや薬物依存の問題の活動への利用
者本人の理解を深めて もらうようにしている。スタッフ
の業務に利用者を同行させ る事は、少ないスタッフで活
3ダ ルクスタッフの活動内容について
(調査期間2004.8.1～2005.7.31)
ダルクスタッフは、調査期間の間、計3名 が専従でい
るのみで途中退職等で入れ替わりがあったため、主に1
～2名 の専従 スタッフが準スタッフ的なダルクOBや、
ボランティアの外部の支援者の協力を得て活動 していた。
経済的にゆとりがない場合には無償のこともあるという。
活動の内容は表4の ように分類 した。
1)外部への活動 ・運営に対する協力支援
Xダルクにおいて活動に最 も時間を割いているのは、
献金活動等の外部への支援協力の依頼活動と、支援協力
(献金等)を して頂いた機関や個人への謝礼業務(お 礼
まわり、お礼文の作成発送)に 費やす時間であった。こ
の種の業務に追われて、休暇は数 ヶ月に一度程度の状況
であった。
'
2)医療機関との関係(連 携等について)
X県内にある民間精神病院の入院患者 に対 し、定期的
にメッセージミーティングを行っている。他の精神病院
に対 して も、要請があれば入院患者へのメッセージミー
ティングや面会を行っている。平成16年か らは,ダ ルク
の無い関西方面の県にある精神病院からの依頼 もあった。
X県内にはアルコ一ル依存に関する専門医はいるが、薬
物依存症の治療に関する専門医は殆 どいない。薬物依存
症に関する専門医は中部地方にも殆どいない。 しか し、
「専門医という資源がな く不 自由する事がある反面、専
門的な機関からの干渉を受 けないので自分達なりの活動
ができた」 とい う側面 もあった。「従来 のアルコール依
存者と薬物依存者 とでは年齢構成やタイプが違 う」 こと
か らスタッフは、「薬物依存の問題 とアルコール依存の
問題は同 じ依存症で も別のものと考えた方が良い」とし
ている。
3)行政との関係
主に市役所の援護課 と福祉課との打ち合わせや手続 き
に関することと、県の精神保健福祉センターの医師に入
寮者の意見書をもらう内容の業務が多 くを占めていた。
X県はダルク開設に関して、県側がダルクを誘致するよ
うに働きかけてきた経緯 もあり、「県の精神保健福祉セ
ンター等はダルクの活動に対 してかなり理解を示 してい
る」「ダルクのある市の行政の援護課、福祉課 も必要時
話 し合いの場を持つ など理解がある」 と言 うように、行
政との関係は比較的良好であり、ダルクの活動への行政
の理解 もあって連携 もスムーズに進んでいる。
4)教育機関との関係
(中学 ・高校への働きかけ等について)
Xダルクのスタッフの一部は学生時代に薬物を使用 し
た経験を持つ。そこで、中学校 ・高等学校で薬物からの
回復過程の経験を伝えるために、教育機関へ働きかけを
行 っている。以前は生活指導担当の教員に対 して働 きか
けることが多か ったが、最近では養護教諭 に対する働き
かけが多 くなった。「学校においては養護教諭が最 も薬
物の問題に直接関 っており、対応に関 しても困難を感 じ
ている事か ら必要とされている」 ことも活動に影響 して
いる。ダルクが県や教育委員会などとの共催 ・後援で、
年 に1回行っているフォーラムについても、平成16年、
17年は主に教育機関の関係者を対象とした内容であった。
5)矯正機関との関係
矯正機関でダルクへの認知が高まってきてお り、入所
者か らの手紙などで面会の要請がある。そのためダルク
に関するパ ンフレットなどの資料を渡 し、回復に関する
メッセージを伝えるために拘置所 ・刑務所の入所者との
面会の場を持つこともある。法務省の方針 として、今後
刑務所等の矯正施設の教育プログラムにダルクやNAの
協力を得ていくことにな っているが15)、「アメ リカの ド
ラッグコートのように,刑務所に入る前に裁判の段階で
治療へつ なげる必要がある」 としなが らも、「ドラッグ
コー トのようなシステムを導入することは難 しい、なぜ
ならば日本に薬物依存者の回復を請け負えるところがダ
ルクくらいしかないからだ。そのため現在の日本では受
け皿となる施設がなく、 ドラッグコー トを導入するには
無理がある」と現実の難 しさをスタッフは指摘 している。
県内の弁護士に対する働きかけも行ってお り、「ダルク
の活動に理解を示 して くれる弁護士さんもいる」と言う
ように少 しずつ認知 も得 られている。
6)ダルクスタッフの教育 ・研修
社会人として必要な常識や接遇等を身に付けていくこ
とにつ いては、「ダルクの業務活動の実践を通 して学ん
でいくことを大切に している」「ダルクの仕事について
は、問題に直面 し解決することで身に付けていくことし
かない」 としている。「依存症 とさらに精神障害を持 っ
た、DUAL　DIAGNOSIS(重複診断)な どに対応す る
ための統合失調症等の精神障害に関 しては、県内の専門
機関が開催 している勉強会に出席するなどして知識を得
ている」とある反面、薬物依存症に関することについて
は 「自分の経験以上の薬物依存に関する知識、技術を身
に付けるには日本は薬物依存の治療 ・対策が遅れており、
国内のみでは無理がある。そのため海外に行き知識を得
る必要があるが、なかなか世間には理解されないところ
がある」 とスタッフは述べている。
7)外部からの相談への対応
①相談手段と相談者の背景
ダルクは相談機関ではないが、外部からの薬物 ・依存
関連の問題に関する相談 に対 してもかなりの時間を割い
ている。相談 は調査期間に72件あり、その手段は、72件
中61件が電話で、それ以外の11件は直接相談であった。
相談者は県内者50件、関西地方16件、中国四国地方4件 、
関東地方2件 であり,県内のみならず,関東地方から中
国 ・四国地方まで広域にわたっていた。
②相談者の内訳と相談内容.
相談者は家族が28名と最 も多 く、続いて当事者本人16
名、医療関係者6名 、行政5名 の順であった。家族から
の相談については、最終的には本来の相談窓口であり、
家族会を持 っている精神保健福祉センターを紹介する場
合と、薬物依存における家族の国際的な自助グループで
あるナラノンの連絡先を紹介する場合とがある。当事者
からはダルクへの入寮 ・見学の希望が最 も多 く、表5に
あるダルクに関する相談内容の72件中11件は覚せい剤使
用 に関することであった。医療機関からは、入院 してい
る薬物依存症者への面会の要請が5件 だった。行政から
は、公的助成に関する相談が3件 だった。ギャンブル依
存など、・物質関連依存以外の依存症者からの相談 も3件
あった。調査期間中は外国人の薬物依存症者か らの相談
もあり、外国人に関 して も対応 している。
4自 助グループNAとの関係
「NAに来る新 しいメ ンバ ーはダルクか らのメンバー
が圧倒的であり、そのためダルクとの線引きがは っきり
していない。その結果、活動をダルクに依存 している嫌
いがある。 そのためNAが,ア ルコール依存症の 自助グ
ループであるAAと比べ育 ちにくい状況にある」「国内
のAAは、国際的なAAの活動 に準 じて活動 も行えてい
るが、NAは必要 な文献の翻訳 の遅れが原因で、本来の
NAサー ビス活動 についてかなり遅れて しまった。その
ため脱落せずに残るメンバーの多 くは、 ダルク関係者と
なっている」「断酒会等のアル コール依存の自助グルー
プはアル コールをやめれば何 とかなることもあるが、薬
物依存の場合は早 くか ら依存症になっているため、薬を
やめるだけではどうにもならない」と言 った薬物依存の
回復上の難 しい現状があるが、「NAも少 しずつ 自立 し
育 ってきているので、今後は変わってい くと思 う」 とス
タッフは言 っている。NAの12ステップ14)についてスタッ
フは、「12ステップをきちんと理解 しているNAメンバー
はほとんどいない し、逆に医者や研究者などが12ステッ
プについて説明'し語 っている姿を見ると、本当にわか っ
ていてやっているのかと気持 ちが悪い感 じがするときも
ある」 とNAメ ンバー全てがNAの12ステ ップ全てにつ
いて深 く理解 して参加 しているわけではないことを語っ
ている。12ステップにおけるspiritualityやspiritualに
ついては、「例えば、新 しい仲間に回復のメッセージを
伝えるために活動すること、新 しいミーティングの会場
を開 くために行動す ることなどがspiritualityやspiri-
tualである」スタッフは言っている。
5ダ ルクにおける薬物依存者の回復
ダル クにおける回復 としてスタッフは、入寮直後 は
「皆のペースにあわせて同 じことをす ることか ら、思 う
ように行かないことを経験 し,共同生活に慣れていくな
かで自分のことを認めていく」ことが大切だとしている。
「早 くか ら生 き方が破綻 して しまった薬物依存者にとっ
て、薬をやめることや就業等で社会復帰することは回復
'ではなく
、回復の通過点であり本来の回復は別のところ
にある」 とスタッフは言 っている。薬物を使用 していた
時期 において薬物は 「生 きづ らい自分を守 ってくれるも
の」であ ったため、薬を断 った状態 は 「例えるなら、車
椅子で生活 している人か ら車椅子が奪われたような状態。
車椅子(=薬 物)の ない状況で生 きていくにはどうした
らよいのか?」 「薬物依存者は普通の当た り前の生活を
続けることに大変苦痛を感 じるところがある」 と薬物依
存者の回復の困難さをあげている。スタッフは、「世間
では薬物を使用 した人間の人格を否定する考えがある、
そのため薬物依存者 として活動するなかで、様々なつ ら
い思いを して、自分に自信が持てなくなることもある」
と回復 してか らの苦 しみを語 っている。「回復の過程で
は、 ダルク、NAにつ ながったばか りの頃は、NAの ス
ポンサーや先に回復 している仲間め存在 その ものがspir
itualityであり、時間が経過するにつれて困難なことに
ぶち当たったこと、自分で何かを成 し遂げられたこと、
新 しく回復 してい く仲間にメッセージを伝える行動を し
たこと全てが回復にとって大切なspiritualityだと考え
ている」 とスタッフは薬物からの回復 とspiritualityに
ついて も語 っている。
Ⅳ考 察
1　Xダルクにおける回復の特徴
1)ダルクにおけるスタッフと利用者間のつなが り
Xダルクは、 スタッフと利用者が常に行動を共 にして
お り、スタッフ利用者間に距離がないことが特徴の1つ
にあった。 ダルクにおいては、精神病院での治療や刑務
所等の矯正施設の教育 とは異なり、自ら薬物依存からの
回復を望む依存症者に対 し、既に薬物を断 った先を行 く
仲間で もある依存症者本人により回復への援助がなされ
ている。また、ダルクは医療機関、矯正施設とは異なり、
地域の中におけるプログラムの実践や活動、そして薬を
断 った生活を送 っている仲間との生活を通 じて、薬のな
い状態で様々な困難を乗り越えて生 きていく方法を学ん
でいく場所である14)。薬物乱用 ・依存者が薬物を断ち自
立 した社会生活を送 るためには,薬物から回復 したモデ
ルの存在が必須であり、同 じ問題を抱えた者達が共に生
活を送 るダルクの存在意義 は大きいものであり16)、X県
内のダルクの様 に常にモデルとなる人物が身近にいるこ
とは、利用者の回復にとっても有効であるといえる。
2)回復と一般社会との交流について
1960年代より欧米では、治療共同体が薬物乱用 ・依存
からの回復の主流を担 っている3)。治療共同体では,施
設内で社会訓練などのプログラムがあり、利用者は自立
に向けて訓練を受ける17)。社会的な生産性と当たり前の
生活様式を入寮において初めて獲得 。開発すると言う意
味で、治療共同体における治療はrehabilitationではな
く、habilitationととらえ られている18)。わが国 に治療
共同体は無いが、治療共同体の考えを取 り入れたダルク
が唯一一存在 している状況である。そのためダルクにおけ
る就労(ア ルバイ ト)等の社会参加 は、治療共同体にお
けるhabilitationの役割を していると筆者は考える。社
会参加できたことは回復とは別の ものであるとしている
が、社会で生 きてい くための重要な通過点であると考え
られる。また、X県 内にあるダルクは街の商店街の一角
にあり、生活する中で常に地域住民との関わりがある。
そのことか らも地域住民 との交流の場は、自立 した社会
生活を送るために大切な資源の1つ となっている。薬物
依存 とは 「治す」 という区切 りのある 「病気」ではな
い19)とあるように、薬物の治療には薬物を使用 しない生
活の繰 り返 しこそが必要なのであり、精神病院等の医療
機関における治療では、日々の生活の繰 り返 しのなかで、
様々な困難を乗 り越える生き方を先に回復 した仲間の姿
から学んでいく環境は無 く、薬物依存者の回復環境の場
としては限界がある。そういった現状からも、わが国の
薬物依存者の回復において、一般社会との交流を回復に
とって重要なものとしているダルクの存在意義は大きい
ものであるといえる。
2　他のダルクとの関係
ダルク間の移動は、他のダルクにおいても同様であり、
それぞれのダルクの特色を依存者の回復に生か している。
ダルクは現在 も全国に広が り続けている状況であり、そ
れぞれのダルクの方針や形態は全 く異なる。そのため,
ダルク全体はかなり多様化 し、把握 しにくくなっている
が、 この多様性 こそがダルクの優れた特徴であり、今後
の課題でもある2。)とも言われている。 ダルクの全国への
広が りは、組織的に広がっているのではなく、それぞれ
のダルクが自発的に新 しいダルクを開設 しているため、
個々のダルクの状況が把握 しがたい現状がある。そのこ
とは、それぞれのダルクの質を考える上で、現状を検討
する必要が出て くる可能性があるが、個々のダルクがそ
れぞれ独自の特色を持 つていることは、利用者側が自分
の回復にあった環境を選択できるという利点であると考
えられる。過去の調査において,出 身地域にあるダルク
で回復 している利用者の割合はわずかに8%ほ どであり,
違 う土地で回復をしている利用者が多 くを占めているこ
とがわかっている21)。Xダルクの今回の調査結果 におい
て も、利用者の半数以上 は他地域出身者であり、半数以
上が回復の過程においてダルク間を移動 していた。わが
国において、薬物乱用 ・依存からの回復を主にダルクに
頼 っている現状では、 ダルク側が様々な問題を抱えた依
存症者に対応 していこうとしても、周辺の協力が得 られ
る専門機関が周辺に少ない状況である。そのため、他の
地域のダルクとの連携は大変重要であるといえる。
3　薬物関連問題とアルコール関連問題を比較 して
1)薬物依存者とアルコール依存者のタイプの違いから
アルコール依存症は依存形成までに時間を要すが、薬
物依存は乱用を始め依存を形成するまでの期間が短 く22)、
人格形成に大切な思春期に乱用 し依存形成に至るパ ター
ンが多いため4,23)、人間としての成長もス トップして し
まう。アルコール依存者は依存形成までの期間に就業、
結婚を経験 し、一般社会の中で社会性を身に付けている
のに対 し、薬物依存は早期か ら社会性を失った状況にあ
る。家族間の問題についても、アルコール依存症が主に
依存症者とその配偶者(妻)と の関係であるのに対 し、
薬物依存は依存者である子供と親との間の問題であるこ
とが多い。また、わが国は国際的に見て も飲酒に寛容な
文化である24)。さらにアルコール摂取そのものは、一般
的に違法、脱法行為ではないため、アルコール問題は市
民的価値観の枠内で扱われ理解されるが23)薬物問題に関
しては、薬物使用が合法の薬物であっても、市民的価値
観の枠から外れた問題として考えられる傾向にある。そ
のため、Xダルクスタップが考えているように、同 じ依
存症であっても、アルコ一ル依存と薬物依存は、別のタ
イプの問題であると考える方が良いといえる。
2)薬物依存症とアルコ一ル依存症の自助グル一プの比較
アルコ一ル依存者の自助 グループとしては、AAや断
酒会があり、宿泊施設であるMAC(メ リノールアルコー
ルセ ンタ一)は 、AAの活動が全国に広が ってい く後を
追 う形で開設されている。一方薬物依存者の自助グルー
プには、NAが施設であるダルクの後を追う形で活動を
広げている圏)。アル コール依存症に関する社会資源 は
1960年代か ら整備され、社会的認知を得て活動ができて
いる。アルコールに関する自助グループが自立 して広がっ
ていったのに対 し、薬物使用=悪 という考えに強いわが
国では、「薬物使用は個人の問題である」とみなされる
欧米等の諸外国とは薬物使用に対する考えが異なり、薬
物の自助グループがなかなか育ちにくい環境にある垢)。
ダルクは治療共同体の考えを取り入れたリハ ビリ施設で
あるが、活動内容から見ると自助グル一プでもある。ア
ルコール依存症 はAAや断酒会という自助グループのみ 職
で回復をすることが可能であるが、薬物依存症者にとっ
てはNAという自助グループが十分に育っていないため
に、NAの参加 のみでは回復は困難な部分もあるといわ
れる25)。そのため、仲間 との繋がりが しっか りしている
ダルクの利用による回復が期待 されている】の。
4専 門機関との連携
現在わが国には薬物依存症の専門治療施設は10施設に
も満 たない226)、さらに中部地方に薬物依存症専門施設は
無い。そのような状況下の中部地方の全ての県にダルク
がある。薬物医療体制の整っている米国においては、重
複診断例や有機溶剤の長期的な乱用による精神障害など
通常のプログラムでの回復が困難 とされる精神医学的問
題を持っ依存症者に対 しては、回復施設 と専門家の連携
が不可欠とされている27)。薬物専門の医療機関が近 くに
無 く様々な問題を専門的に連携 していける専門家がいな
い。そのため、精神的 ・身体的な問題を抱える利用者を
受けているダルクにとって、大変困難な状況であるとい
える。その一方で、仲間同士の関わりを重視する本来の
当事者活動の長所が、専門性の介入によって損なわれる
ことがなかったことは、Xダルクの活動にとって意味が
あったという側面 もある。そのため、専門機関との連携
のバ ランスは、 ダルクらしさを維持 していくたあの重要
な課題であると考えられる。
Xダルクが教育機関への働きかけを していることは、
薬物の乱用 ・依存が思春期か ら始まることが多いことか
らも21)重要な活動であるといえる。過去の調査において、
小中高の学校に勤務する養護教諭の多 くが、日頃から薬
物問題に接 していることから、薬物問題への十分な対応
システムが必要であると考えていたことが示 されてい
る28)。学校側が ダルクへ講演を依頼をすることは、従来
の予防教育だけでなく、学生へ向けての当事者からの語
りかけを教員が必要としているためだと考えられる。
矯正施設に関 しては、法務省の方針として将来的に矯
正施設の教育プログラムにダルクスタッフや自助 グルー
プの参加を得ていく方向になっているが15)、調査期間中
はXダルクへは施設か らのプログラムへの協力などの依
頼 はなか った。その一方で、矯正施設へ入所中の当事者
からダルクに宛てた手紙や面会希望は何度 もあり、矯正
施設内でのダルクの認知度が高 くなっていることを窺わ
せた。海外では,わ が国で違法 となっている薬物の一部
を容認 している国 もある。 しか しわ炉国においては、乱
用薬物が覚せい剤や有機溶剤のように精神症状を呈 しや
す く、逸脱グループとの結びつ きも強 い状況があるた
め29)、海外と同様には考えることは出来ない。また、思
春期より薬物を乱用 し依存 して生活を してきたものにとっ
て、薬物をやめることだけで生 きてい くことは困難であ
るし、生 きてゆくことが困難なために再び薬物を使用す
るという悪循環に陥 りやすい鋤。当然、矯正施設に入 っ
ている間は薬を使えない環境にあるが、薬を使わないこ
とが依存症から回復することではない以上、再犯は繰 り
返 され現状のような薬物使用の再犯者による矯正施設の
過剰収容をもた らしているといえる3隅)。効果的な社会
復帰を目指すことは社会 コス トの軽減にもつながる重要
なことだが、回復の受け皿となる施設が主にダルクしか
ない現状を考えると、わが国の薬物回復のための資源の
乏 しさを痛感する。
薬物問題を抱える専門機関とダルク間の連携は今後 も
重要であるが、問題の内容如何では、各種専門機関の間
での十分な連携も必要とされる。そのためには、個々の
機関が薬物問題において必要とされることを十分に検討
し、整理 していく必要があると思われる。
V結 論
ダルクへの調査研究を通 し、薬物乱用 ・依存の問題へ
の対応と連携に関 して多くの示唆が与えられた。得 られ
たデータについて検討 し考察 した結果、以下のことが見
出された。
A.ダルクの実態
① 薬物依存者の回復過程において、常にモデルとなる
薬物乱用 ・依存からの回復者が身近にいる環境は有
効である。
② ダルクの回復にとって遊びを取 り入れた自由度の高
いプログラムの繰 り返 しは回復 に有効であり、薬物
依存者の回復 に際 し公的助成金を受ける場合には,
利用者の自由度が制限されないような配慮ができる
ように行政側が検討 していく必要がある。
B専門機関とダルクとの連携
① ダルクの利用者の回復において、地域社会 との連携
が有効と考え る。
② 専門機関は,ダ ルクとの連携のみならず、各種専門
機関の間での連携 システムを検討 していく必要があ
るといえる。その際に、 ダルクの活動への十分な理
解 も必要である。
③ 薬物問題とアルコールの問題とは、当事者のタイプ
や、当事者を取 り巻 くわが国の環境、文化や一般市
民の認識の違 いから、同 じ物質関連問題であっても、
一部のタイプを除いて別々の問題として考える必要
がある。
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A New Self-Help Support System for the Recovery Process 
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                                      Abstract 
  The aim of this study was to establish a new self-help recovery support system for drug addiction 
rehabilitation centers (DARCs). The study is based on a one-year survey of daily activities at a cer-
tain DARC in the central region of Japan. The survey revealed five points: 1.DARC users have an en-
vironment where they lead their lives with a model recovering from drug abuse and dependence. 2. 
Programs are provided in which they act at their own discretion and even some elements of "play" are 
incorporated. 3. Relations with the local community are forged in the recovery process. 4. The above 
function properly in promoting the recovery of DARC users. And 5. there is little support or coopera-
tion from external organizations. 
  The results of this study indicate the need to build cooperative ties with various specialist organi-
zations for the purpose of giving medical, legal, or other professional support, and to assist drug ad-
dicts to steadily and remarkably recover from their ailment. It will also be necessary, to create a 
system for mutual cooperation between these various external organizations. In addition, comparison 
and consideration of recovery from drug dependence and alcohol dependence show that it is essential 
to adopt  'a separate approach for an effective solution to these problems. 
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